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 第１ 若年教員研修 1年目（初任者研修）の目的・実施方法 
 

１ 目的 
  福岡県若年教員研修 1 年目（初任者研修）（以下「初任者研修」という。）は、教育公務員特

例法第２３条の規定に基づき、新規採用教員（以下「初任者」という。）に対して、現職研修の

一環として１年間の研修を実施し、実践的指導力と使命感を養うとともに幅広い知見を得させ

ることを目的とする。 

 

２ 実施方法 
  令和８年度の初任者研修は、原則として、初任者４人を同一市町村内の３校に配置し、２人

配置校を拠点校、１人配置校の２校を兼務校として、３人の指導教員が４人の初任者を指導す

る方式で実施する。 

（１）拠点校には、初任者の指導を専門に行う指導教員（以下「拠点校指導員」という。）を配置

する。ただし、中学校の拠点校では、初任者のどちらかと同教科の免許状をもつ教諭又は講

師に命じるものとする。拠点校指導教員は、当該学校の初任者への指導と、兼務校２校の初

任者への指導及び助言を行う。 

（２）兼務校には、初任者の指導を行う指導教員（以下「兼務校指導員」という。）を校長が当該

学校の主幹教諭、指導教諭、教諭又は講師の中から命じ、初任者への指導及び助言を行う。 

（３）中学校においては、初任者と同教科の免許状をもつ教員を原則とするが、指導教員と初任

者の免許教科が異なる場合は、教科指導員を当該学校の副校長・教頭、主幹教諭、指導教諭、

教諭又は講師の中から、校長が適任者に命じるものとする。ただし、初任者の所属する学校

に適任者がいない場合は、その近隣の学校の副校長・教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭又は

講師の中から、当該校長の意見を聴取して、市町村（学校組合）教育委員会が命じるものと

する。 

（４）３人の指導教員（拠点校・兼務校）が４人の初任者に指導を行う研修方法として、長期休

業中を中心に、合同研修会を年間３回以上実施する。原則として、拠点校において実施する。 

   ただし、単一校のみの場合は、合同研修会を実施する必要はない。 

 

 

第２ 学校体制 
 

１ 校内における組織的な指導体制 
（１）全教職員及び保護者に対して、初任者研修の趣旨等について共通理解を図り、全員で初任

者を育てようとする雰囲気をつくる。 

（２）校務分掌の中に初任者研修を明確に位置付ける。 

（３）学校経営の中で「校内における研修」を重視する。 

（４）初任者研修の効果的実施に関する情報や他校における初任者育成の状況など、初任者の育

成に役立つ情報の収集に努める。 

（５）初任者の努力や研修の成果について価値を共有し合う。 

（６）先輩として参観授業に応じる雰囲気や、誰にでも依頼できる温かい雰囲気を大切にする。

（７）校務分掌や得意教科など、初任者の持ち味や意欲を生かせる年間指導計画を立てる。 

 

 

２ 指導教員等（拠点校指導教員、兼務校指導教員、教科指導員）の役割 
（１）年間指導計画の立案、修正 

（２）授業研修に関する指導 

① 初任者の授業を観察した後の指導 

② 指導教員等が行う示範授業の前後における指導 
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③ 初任者が指導教員以外の教員の授業を参観するときの指導 

【指導の重点】 

ア 学習指導要領に示された教科等の目標達成のための指導 

イ 教科の特質及び児童生徒の実態を生かした指導技術の指導 

（３）一般研修に関する指導 

① 学級経営に関する指導…学級経営の意義、学級経営案の作成、学級集団の育て方 

② 生徒指導…児童生徒理解、教師と児童生徒の人間関係 

③ 教師としての心構え…教師としての在り方（服務等） 

④ 教科、道徳科、学級活動の学習指導…目標、特質、指導の基本 

（４）研修時間の設定 

① 研修時間を考慮した時間割の組み方 

ア 全教職員による協力的な指導体制ができるように、校内研修日、児童会・生徒会活動

等に充てられた曜日を外して、研修時間を設定すること。 

イ 研修時間の確保のため、初任者、拠点校指導教員、兼務校指導教員、教科指導員相互

の週時間割の調整を図ること。 

・ 相互に授業参観ができること。 

・ 協議や指導助言ができる時間を確保すること。 

・ 研修の振り返りやアンケート記入の時間を確保すること(勤務時間内を原則とする)。 

② 非常勤講師との連携 

    校内における指導教員等を中心とする研修（一般研修、授業研修）や県教育センター等

での研修は、初任者が児童生徒に指導すべき通常の時間割の中に設定した研修時間に行う

ため、研修時間における初任者の学級の指導や授業は、非常勤講師を中心に、初任者以外の

教員が当たる。このとき指導の効果が上がるように、指導内容、児童生徒の実態、指導後の

報告等について初任者と後補充に入る教員が連携を密にすることが大切である。 

③ 放課後の時間の活用上の留意点 

       放課後は、教材研究、学級事務、翌日の授業の準備、学年会への参加、部活動の指導、 

研修日誌の記録等、初任者がしなければならないことが数多くある。学校の実態に応じて、 

放課後の時間を研修時間として計画しておくこともできるが、やむを得ず、放課後に指導 

を要する場合は、次の事項に留意する。 

ア 初任者の健康状態に配慮すること。 

イ 事前に、研修の時間と内容について初任者と打ち合わせておくこと。 

ウ 短時間で指導すること。 

エ 初任者が当日しなければならない仕事を考慮すること。 

（５）校外研修中の初任者の授業の後補充の計画と実施 

（６）指導資料の集約と保管 

 

 

第３ 年間指導計画作成の手順 
 

１ 年間指導計画の内容と作成手順 
（１）全教職員の共通理解 

   効果的な研修を実施するためには、当該学校の全教職員が協力して初任者を育てようとす 

る学校体制を確立することが大切である。そのため、次のような資料を準備して、教職員相 

互の共通理解を図るようにする。 

① 本校の初任者研修推進の基本方針        ④ 年間指導計画 
  ② 研修期日一覧表（年間カレンダー）      ⑤ 週時程表 
  ③ 研修内容一覧表（校内・校外）          ⑥ 全校授業担当時間割表 
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（２）計画立案の手順 

≪資料作成のための基本資料≫ 
・「本校の初任者研修推進基本方針」        ・「学校経営要項」 

   ・「年間期日一覧表」（年間カレンダー）      ・「学校の年間行事計画」 
   ・「若い教師のための教育実践の手引」     

① 「本校の初任者研修推進の基本方針」の策定・検討 

    初任者研修の基本にかかわるものとして、次のような項目が考えられる。 

ア 初任者研修のねらい 

イ 初任者研修の基本的態度 

ウ 初任者研修の全体構想と学校教育目標 

エ 初任者研修の組織 

② 「研修期日一覧表」の作成 

    校内における研修は、年間７２～１３０時間（一般研修：１～２時間×１８回以上２５

回以内、授業研修：３～４時間×１８回以上２５回以内である。校外における研修は、年

間１０又は１１回の実施予定である。研修を円滑に実施していくためには、次のような手

順で研修日を特定しておく。 

ア 学校行事の見直し 

     学校教育目標や重点目標を基に、前年度の学校行事の見直しを行い、内容を削除した

り、修正したりして、精選すること。 

イ 各種研修会や各種行事、学校行事等を入れた学校暦の作成 

     年間カレンダーを準備し、県教育委員会主催の研修会をはじめ、校外における各種行

事と学校行事を記入すること。 

ウ 初任者研修における校内研修日とその種別の特定 

     年間期日一覧表の中に、校内研修を３６回以上５０回以内分特定し、○印を付ける。

内訳は、一般研修（ア）に充てる時間（１～２時間×１８回以上２５回以内）と、授業研

修（イ）に充てる時間（３～４時間×１８回以上２５回以内）を区別して示すこと。 

※ ア、イ及び校外研修（Ａ）として記入する。 

③ 「研修内容一覧表」の作成 

    初任者研修の中核は校内研修である。次のことに配慮しながら、具体的な年間指導計画

を立てておくことが必要である。 

ア 基礎的素養、学級経営、教科指導、外国語活動または外国語科、道徳科、特別活動、総

合的な学習の時間、生徒指導・進路指導が過不足なく研修できるように配慮すること。 

イ 県教育センター、県体育研究所、教育事務所等における研修の基本的な内容を把握し、

校内における研修と連携した実践ができるようにすること。 
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a 校外における研修内容の把握 

    校外における研修に参加した初任者には、研修内容や方法、配布資料等について報

告させるようにし、担当する初任者を通じて校外における研修について把握するよう

努める。 
○ 県教育センター、県体育研究所 

  理論的、専門的な内容 

○ 教育事務所 

  学校での研修と県教育センター等での研修を基盤とした理論と実践をつなぐ相互

交流的研修、教育公務員としての基本的な在り方等を高める研修 

○ 学校 

  児童生徒や学級の実態に即した事前研修、実践的研修、事後研修 

b 校外における研修と校内における研修との連動 

    初任者が校外で研修してきた内容と関係づけて校内における指導を行うことで、初

任者の理解を促すよう努める。初任者が研修で持ち帰った配布資料等も校内における

研修で積極的に活用すること。 

下記は、県教育センターと教育事務所が実施する特別活動の指導に関する研修と校

内における授業研修とを連動させた例である。 
 

                  校外研修と校内研修の内容を関連付けた指導例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c オンデマンド研修の実施について 
基本研修計画書等を参照し、計画的に、在籍校で所属長が勤務時間内に設定した研修

時間と場所で行うものとする。その際、校長及び指導教員は、初任者が研修に集中して

臨むことができるよう、研修環境や周囲の教職員への配慮を行うこと。また、研修動画

は指導教員も視聴し、研修内容を合わせるようにする。 

   ウ 研修項目を具体的に設定する。 

ａ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会）を活用すること。 

      事前に設定した研修項目に沿って、この手引の内容を吟味するとともに、学校教育

目標の重点に関わる内容や、学校のもつ課題等に配慮しながら内容を選択すること。

また、初任者の研修意欲を重視するとともに、初任者の実態に合わせて研修項目を具

体化することが大切である。 

ｂ 初任者の研修希望（課題）を配慮すること。 

      初任者といっても、年齢、経験、職歴、担任の有無、配属学年、校務分掌の違いによ

って、希望する研修内容が異なる。学校は、年間指導計画の全容を示し、必要に応じ

て修正することが大切である。 

 

④ 「年間指導計画表」の作成 

    「校内における初任者研修の基本方針」「年間研修期日一覧表」及び「年間研修項目例」

を総合し、加えて校務分掌に応じて指導者を割り振って作成したものが「年間指導計画表」

である。 

これは、年度当初に立案されるため、学校の教育活動や初任者の実態に合わせて期日や

●月 ▲月 

校
外
研
修 

県
教
育
セ
ン
タ
ー 

（
講
義
・
演
習
等
） 

校
外
研
修 

Ａ
教
育
事
務
所 

（
授
業
研
修
・
協
議
会
） 

校
内
研
修 

一
般
研
修 

（
基
本
的
生
活
習
慣
の
形
成

） 

 

授
業
研
修 

（
学
級
活
動
の
指
導
法
） 

 

△月 □月 



 

- 5 - 

 

内容の変更も考えられる。備考欄に変更の場合の方法等が記録できるようにしておくと、

次年度の参考資料として活用できる。 

⑤ 「週時程表」の作成                                    

    研修時間は、週時程表の中に位置付けることが望ましいが、学校の実態に応じて、週時

程外に計画することもできる。その場合、基本研修計画書に示す週時程モデルを参考にし

て、円滑な初任者研修ができるように配慮する。 

    このとき、初任者及び指導に当たる教員の学級の授業を誰が補充するか明確にしておく

必要がある。 

⑥ 「全校授業担当時間割表」の作成 

    様式は各学校で工夫し、全校の教員の授業担当時間割表を作成する。そして、前述の「週

時程表」での計画が実施できるように確認するとともに、１回のみの指導を依頼したり、

期日を変更して実施したりする場合の基本資料とする。 

 

２ 年間指導計画書の提出 
  年間指導計画書は、指導教員等の参画を得て、初任者研修委員会等で原案を作成する。作成

された計画案は、校長の承認を経て、市町村（学校組合）教育委員会へ提出する。 

 

 

第４ 一般研修の進め方 
 

1 研修内容 
 

・ 基礎的素養の内容 （初任者研修で身に付ける資質・能力） 

・ 学級経営の内容  （週案の作成、学級経営案の作成、年度末学級事務等） 

・ 保護者対応の内容 （保護者会、家庭訪問等） 

・ 学習指導の内容  （指導案作成等、評価と評定等） 

・ 生徒指導の内容  （いじめの定義、早期発見・早期対応、実態把握と生徒指導等） 

・ 特別支援教育の内容（特別支援教育） 

・ 健康教育の内容  （健康教育、給食指導） 

・ 人権教育の内容  （人権教育） 

 
 

 

２ 指導の方法、形態 
（１）口頭指導 

   校長、副校長、教頭、指導教員、教科指導員又は指導教員等以外の教員が、指導しようと

する内容に関するプリント等の資料を準備するなどして、初任者に対してその説明や話し合

い等によって指導を行う。 

   マンツーマンの指導形態をとることが多いが、内容によっては、校内研修を兼ねることも

可能である。学年単位、全校単位等、学校の規模や学校の年間研修計画を勘案しながら進め

ていくとよい。 

（２）観察指導 

   初任者が日常行っている授業や児童生徒に対する指導（掃除、朝・帰りの会、給食、環境

整備、昼休みの遊び等）の場面における指導の姿を指導教員が観察し、観察記録を基に指導・

助言を行う。気づいたことはその都度指導することが大切だが、研修時間を利用して、段階

的な指導を積み上げていくことが望ましい。 

（３）作業指導（授業研修の一部となる場合もある。） 

   学級経営案、通知表、学習指導案等の作成に当たっては、多くの時間を必要とする。初任

者が効率的に作業を進めていくためには、時間を確保するとともに、適切な指導・助言を行
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うことが重要である。また、設定時間内に作業が終了しないような場合には、初任者の意思

を尊重しつつ、間接的な手助けや助言、励ましを行うような心づかいも必要である。 

（４）作業点検等（授業研修の一部となる場合もある。） 

   学級経営案、通知表、学習指導案等を点検し、適切な指導を行う。通知表や指導要録の中

の所見などは、児童生徒の成長を方向づける上で最も大切であるので、一言一句、正しい表

現となるように指導する。 

 

３ 年間指導計画作成及び運営上の留意点 
（１）年間研修計画を基に年間指導計画を初任者に説明し、本人からの意見を聞く。希望に応じ

て、内容の順序変更、付加、入れ替えをすることができる。 

（２）可能な限り、研修内容ごとに指導に当たる担当者を予定して、事前に承諾を得ておく。 

（３）研修項目については、小・中学校１８項目の共通項目があるので、年間指導計画の中に共

通項目が満たされているかどうかを点検する。 

（４）２学期以降の－般研修は、初任者一人一人の課題に応じた研修計画の見直しと研修内容の

精選・重点化を図り、学級経営、学習指導、生徒指導等に対する初任者の苦手意識の克服に

役立てる。 

 

第５ 授業研修の進め方（指導教員の立場から） 
 

１ 研究授業指導 
（１）事前研修の進め方 

① 学習指導案を作成させる。 

    年間３回の研究授業は学習指導案を作成させて指導する。ただし、初任者にとっては相

当の時間と労力を要するので、成長の段階に応じた適切な指導が大切である。 

≪指導の観点≫ 

ア 学習指導要領に基づき必要事項が網羅されているか。 

     常に、学習指導要領に基づいて指導目標や指導内容を検討するように指導する。学習

指導案の形式等は、各学校で定めているものを活用する。 

イ 児童生徒の実態にあった内容か。 

     学習指導案の項目ごとに、記述内容が適切かどうかを吟味する。例えば、単元の目標

が「知識及び技能」に偏り、「思考力・判断力・表現力等」や「主体的に学習に取り組む

態度」が欠落していないか、或いは主眼が抽象的過ぎたり、達成不可能な内容が示され

たりしていないか等に留意するように指導する。また、学習する児童生徒の発達段階や

レディネスに合わせて、教材がどのように具体化されているのか、指導がどのように展

開されているのか等も十分に吟味して指導することが大切である。 

ウ 本時の展開が詳しく書かれているか。 

     展開部分の記載について、発問や児童生徒の反応の予想が書かれているか、それに対

する具体的手だてが準備されているか等に留意するように指導する。 

エ 誤字や脱字はないか。文章は簡潔明瞭であるか。 

     学習指導案に限らず、作成する文書については誤字・脱字の点検を確実に行うととも

に、簡潔明瞭な文章の作成を心がけるように指導する。 

オ 教材、教具（ICT活用含む）や学習の揚が適切か。 

     学習の当日までに教材、教具の準備ができるか、また、学習の際、危険を伴うような

ことはないか等にも留意するように指導する。 

② 年間の研修計画に沿って授業の課題を明らかにさせる。 

    例えば、（ア）教材の見方、考え方 

（イ）児童生徒の実態のとらえ方 

       （ウ）学習指導法 
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          ・ 学習意欲の持たせ方 ・ 板書計画 

          ・ 発問の方法と技術  ・ ノートの指導 

          ・ 学習形態の工夫   ・ 視聴覚機器の利用 

          ・ 個別指導の仕方   ・ 教具、資料の工夫 

どれも重要な内容であるが、１回の研修ですべてを網羅することは困難である。研究授

業では、初任者の課題を明確にし、重点化を図ることが重要である。 

（２）授業の進め方（指導教員等の参観の仕方） 

① 事前研究で明らかにした研究課題に沿って観察する。 

    （「児童生徒の発言の取り上げ方」を課題とした場合、教師の発問と児童生徒の発言を中

心に観察する。） 

② 授業記録用紙を事前に準備し、観察の観点に沿って記録を取る。 

③ 授業展開上の問題点は、その都度記録を取り、その原因を明確にしておく。 

   （教師の発問、ことばの調子、児童生徒の発言の取り上げ方、資料とその示し方、板書 等） 

④ 板書は記録し、発問や児童生徒の発言は録音（録画）しておく。 

⑤ 児童生徒のノートや表情も観察し、学習意欲をとらえて記録する。 

（３）授業後の反省会の進め方 

① 主眼の達成状況や授業仮説に沿って協議を進め、視点に沿って指導・助言を行う。 

② 指導教員からの一方的な指導・助言に終始せず、手だての意図や振り返りを授業者から

引き出し、対話の中で問題点を明らかにするとともに、代案を示し、具体的に指導する。 

③ 当該研究授業で明らかになったことと、次回の授業研修あるいは一般研修につなぐ課題

を明確にするようにする。 

④ 指導教員等からの指導内容を、初任者が進んで記録するような意欲の喚起と、記録でき

るような配慮をする。 

⑤ 指導が研修時間内に終わるように、ポイントを明確にし、効率化を図る。 

⑥ 指導助言の際は、失敗や欠点を指摘するだけでなく、よいところを見つけて認めたり、

努力したことについて励ましたりするなど、受容的な態度で臨む。 

 

２ 示範授業及び授業参観指導 
（１）事前指導の進め方 

① 参観のための視点を持たせる。 

② 授業参観の際の、記録の取り方を明らかにさせておく。 

ア 教師の発問と児童生徒の発言を録音（録画）する。 

イ 板書を写真に撮ったり、書き写したりする。 

ウ 児童生徒を抽出して観察するようにする（抽出の視点と観察の視点を持つ。）。 

エ その他（ノートの工夫、個別指導の仕方、学習形態等） 

（２）授業参観の仕方 

① 視点を持って参観させる。 

② 参観記録を作成させる。 

③ 参観の態度や服装、メモや聞き取りの方法等、観察の仕方を見ておく。 

④ 授業者に対する事前と事後のあいさつなど、マナーについても気を配るようにする。 

（３）授業後の反省会 

   研究授業指導における「（３）授業後の反省会の進め方」に準ずる。 
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参 考 資 料 
 

 

校内における一般研修の内容例 
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項目 １／１８  初任者研修で身に付ける資質・能力 

ね ら い 

 

○ 初任者研修の意義を理解するとともに、自己のキャリアステージを見通しなが

ら、自ら学ぶ意欲をもって研修に臨むことができるようにする。 

主な準備 

 

 

○ 市町村（学校組合）立学校教員育成指標 

○ 市町村（学校組合）立学校及び県立学校養護教諭育成指標 

○ 市町村（学校組合）立学校及び県立学校栄養教諭育成指標 

参考文献 

 

 

○ 令和８年度基本研修計画書 

○ 福岡県若年教員研修計画書 

○ 教師生活スタートブック（教育センター） 

○ 教員は学校で育つ！目標と評価を生かしたＯＪＴ（教育センター） 

主な指導 

 内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 育成指標について 

２ 若年教員として身に付ける資質・能力について 

（１）教職としての素養 

  ・教育公務員に求められる基礎的な能力 

  ・教育公務員の使命と責任 

（２）教職の実践 

  ・学習指導と評価の力 

  ・生徒指導と集団づくりの力 

  ・連携・協働力 

３ 年間の研修内容について 

 

 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 初任者の研修意欲を喚起し、身に付ける資質・能力を意識して、年間研修に見

通しをもって取り組めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

備  考 

 

 

 

○ 今後の研修における重要な内容であるので、校長、副校長・教頭、教務主任等

を含めた複数人による指導が望ましい。 
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項目 ２／１８  年度当初の学級事務 

ね ら い 

 

○ 本校の学校教育目標とその具現化の方法の全体像が把握できるようにすると 

ともに、年度当初の学級事務が適切に処理できるようにする。 

主な準備 

 

 

○ 学校経営要項 

○ 学習指導要領 

○ 諸帳簿 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

 

 

主な指導 

 内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校教育について 

２ 本校の教育目標とその具現化の方法について 

３ 教師としての責任と自覚について 

４ 学級事務について 

（１）学級担任としての準備 

（２）事務処理ルートの確認 

 

 

 

 

 

 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 学校の実態に応じて、重要度や必要性の高い内容を効率的に取り上げるように

する。 

 

＜作業指導＞ 

○ 必要最小限の仕事内容を指示し、すぐ作業できるようにする。 

 

 

 

 

 

備  考 

 

 

 

○ 最も基本に関わる内容であるので、校長又は副校長・教頭による指導が望まし

い。 
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項目 ３／１８   週案の作成 

ね ら い 

 

 

 

○ 学年で指導しなければならない内容を把握し、学習内容を簡潔にまとめて年

間指導計画の中に位置付けたり、月別に配当したりすることを通して、年間の

進度の目安にするとともに、一週間の学習計画立案についての見通しを持つこ

とができるようにする。 

主な準備 

 

 

○ 年間指導計画 

○ 週案のモデルと様式プリント 

 

参考文献 

 

 

○ 「学習指導要領」（文部科学省） 

○ 「指導計画の作戌と学習指導の工夫」（文部科学省） 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 年間指導計画 

（１）年間指導計画のもつ役割 

（２）年間指導計画作成上の基本的事項 

ア 年間授業日数 

イ 年間指導計画の構成内容 

（３）作成の手順と配慮事項 

ア 教科等の単元年間配当一覧表の作成 

イ 学年の単元年間配当一覧表の修正 

ウ 教科、道徳、特別活動との関連 

 

２ 週案 

（１）週案のもつ意味、週案の必要性 

（２）週案の立て方 

（３）活用の実際 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

＜作業指導＞ 

○ 作業前にそれぞれの意義と作業の手順を要領よく説明する。 

○ 細かな指導は、作業の途中に、随時適切に行う。 

 

 

 

 

 

備  考 

 

 

○ 作業指導の前に短時間の口頭指導をする。また、１～２時間では完成しない

ことが予想されるので、完成までには時間的ゆとりをもっておことが望まし

い。 
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項目 ４／１８ 教室環境の整備、保護者会、家庭訪問 

ね ら い 

 

 

○ 環境整備、保護者会、家庭訪問の在り方や内容等について概要をとらえ、学級

目標の具現化に向けて、家庭との連携を図ることができるようにする。 

 

主な準備 

 

 

○ 資料（教室環境の具体例、保護者会・家庭訪問の実施要項や案内プリント例） 

 

 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

○ 「初任者研修指導者必携」（第一法規） 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 環境整備について 

（１）人的環境 

教師と児童生徒、児童生徒相互の好ましい人間関係 

（２）物的環境 

施設、設備（冷暖房、照明設備、棚、黒板、掲示物、電子黒板など） 

２ 保護者会と授業参観について 

（１）学級懇談会 

事前の準備、話合いの留意事項、個人面談 

（２）授業参観 

授業参観の連絡、授業参観の準備、授業参観の実施 

 

３ 家庭訪問について 

（１）事前の準備 

事前連絡、資料の準備 

（２）訪問の留意点 

家庭訪問の内容、家庭訪問で気を付けたいこと 

（３）訪問後の処理 

留 意 点 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 事例を基に説明する。 

○ 家庭訪問計画の立て方についても触れる。 

 

備  考 

 

 

○ 「実態把握と生徒指導」と関連させて指導する。 

○ 「教室環境づくりの進め方」でも指導するので、その点を十分考慮する。 
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項目 ５／１８ 福岡県学校教育振興プラン 

ね ら い 

 

 

○ 「社会自立の基盤となる、学力、体力、豊かな心を培うとともに、社会の変化

に対応し、社会を支え、その発展に寄与する」という本県の学校教育目標につい

ての施策について理解を深めることができるようにする。 

 

主な準備 

 

 

○ 福岡県学校教育振興プラン 

 

 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

○ 「鍛ほめ福岡メソッド実践の手引き」（福岡県教育委員会） 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 県教育委員会が重点的に取り組む施策 

（１）学力の向上 

（２）体力の向上 

（３）豊かな心の育成 

（４）いじめや不登校への対応 

（５）特別教育の推進 

（６）キャリア教育・職業教育の推進 

（７）グローバル化等に対応した教育の推進 

（８）ＩＣＴを活用した教育活動の推進 

（９）学校・家庭・地域の連携強化 

（10）多様な教育ニーズへの対応と教育支援 

（11）教員の指導力・学校の組織力の向上 

 

２ 鍛えて、ほめて、子供の可能性を伸ばす「鍛ほめ福岡メソッド」 

留 意 点 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 事例を基に説明する。 

○ 鍛ほめ福岡メソッドのコンセプト、仕組みについても触れる。 

 

備  考 

 

 

 

○ 一般研修の各項目と本研修の指導内容を関連させて指導する。 
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項目  ６／１８ 人権教育 

ね ら い 

 

 

○ 人権尊重の理念の理解と体得を図り、児童生徒の人権尊重精神を育成し、学

力と進路を保証するための実践的な指導力を高める。 

 

主な準備 

 

 

○ 人権教育全体計画・年間指導計画 

 

 

参考文献 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「教育関係者必携」（第一法規） 

○ 「人権教育の指導方法等の在り方について[第三次取りまとめ]」（文部科学省） 

○ 同和教育副読本「かがやき」指導の手引（福岡県教育委員会） 

○ 「福岡県人権教育推進プラン／人権教育指導者用手引き」（福岡県教育委員会） 

○ 「人権教育指導者用手引きⅡ」（福岡県教育委員会） 

○ 「人権教育研修会資料集」（福岡県教育委員会） 

○ 人権教育学習教材集「あおぞら」（福岡県教育委員会） 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

１ 人権教育の基本的な方針 

２ 人権教育推進上の努力点 

３ 具体的実践 

（１）研修内容…資質の向上、人権感覚の育成、学力保障 

（２）児童生徒の実態把握 

（３）教育課程への位置づけ 

（４）各教科等における人権教育 

 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 具体的な事例を基に指導する。 

 

＜口頭指導＞ 

○ 児童生徒の日常生活の中での問題点や指導上の留意点などを具体的に取り上

げ、それを基に人権教育の基本的な方針をとらえるようにする。 

 

 

 

 

 

備  考 

 

 

○ 基本的な事項をしっかり押さえておくことが大切である。 

○ 教育事務所における人権教育に関する研修内容との関連付けを図る。 
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項目 ７／１８ 健康教育、給食指導 

ね ら い 

 

 

○ 健康教育に関する基本的な概念を習得させ、健康問題を科学的に判断し、児

童生徒の問題解決のための実践的な指導力の向上を図る。 

 

主な準備 ○ 資料（健康教育、給食指導に関する校内資料） 

参考文献 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

○ 「初任者研修指導者必携」（第一法規） 

○ 「食に関する指導の手引 － 第一次改訂版 －（文部科学省） 

○ 「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」（文部科学省） 

○ 「教職員のための子どもの健康観察の方法と問題への対応」（文部科学省） 

○ 「改訂『生きる力』を育む小（中）学校保健指導の手引」（文部科学省） 

○ 「喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料」（日本学校保健会） 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 健康教育について 

（１）健康教育の課題 

（２）健康教育の考え方とその進め方 

 

２ 学校保健について 

（１）学校保健とは 

（２）保健教育について 

（３）保健管理について 

 

３ 学校安全について 

（１）学校安全とは 

（２）安全教育について 

（３）安全管理について 

（４）事件・事故災害時における心のケア 

（５）組織活動について 

 

４ 食育・学校給食 

（１）食に関する指導について 

（２）給食指導について 

（３）栄養教諭を中核とした食育の推進について 

（４）学校給食を生きた教材として活用した食育の推進について 

 

留 意 点 

 

 

 

〈口頭指導〉 

○ 児童生徒の発達段階、学校施設・設備などを考慮した具体的な指導内容を決

定すること。 

備  考 

 

 

○ 基本的事項について口頭指導を行うが、日常的に観察指導を行い、その結果

を指導内容に反映させるように留意する。 
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項目  ８／１８ 学級経営案の作成 

ね ら い 

 

 

○ 学級の児童生徒の実態に応じた学級経営の取組が実現できるように、学級経営

案作成のための基本的な内容や作業手順を理解させるとともに、実際に学級経営

案が立案できるようにする。 

主な準備 

 

 

○ 資料（学級経営案の意義、作成のために） 

○ 資料（先輩教員の学級経営案） 

○ 資料（学校経営要項、学年経営案） 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学級担任・教科担任としての目指す児童生徒像、学級像について 

（１）学級の児童生徒の実態（初任者が把握しているもの） 

（２）学級経営の意義 

 

２ 学級経営案作成のための視点と項目について 

（１）学級経営案作成のための視点と項目 

（２）学級目標、重点等に基づいた経営案の作成 

 

３ 学級経営の評価について 

 

 

 

 

 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 初任者の経営意欲を喚起し、主体的に作成できるようにする。 

○ 学級目標のとらえ方、設定の仕方や経営のための重点等を明確にさせる。 

 

 

 

 

 

備  考 

 

 

○ 初任者の目指す学級や児童生徒像を明確にし、その願いがふくらむように指導

を行い、学級経営への意欲を高める。 
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項目  ９／１８ いじめの防止・早期発見・早期対応 

ね ら い 

 

 

○ いじめ問題に対する確かな認識と知識を持ち、いじめの防止・早期発見・早期

対応ができるようにする。 

 

主な準備 

 

 

○ 事例資料 

 

 

参考文献 

 

 

 

○ 「『いじめの早期発見・早期対応』の手引」（福岡県教育委員会） 

○ 「福岡県いじめ問題総合対策」（福岡県教育委員会） 

○ 「いじめ防止対策推進法」及び基本方針（文部科学省） 

○ 「生徒指導リーフ」「生徒指導支援資料」（国立教育政策研究所） 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ いじめの定義 

 

２ いじめの認知 

 

３ 指導のポイント 

（１）人権侵害 

（２）被害者保護 

（３）組織対応 

（４）日常の指導の見直し 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ ケーススタディを通した実践的な指導になるよう留意する。 

○ いじめは「どの子どもにも、どの学校でも起こりうる」こと、「いじめられてい

る子を最後まで守り抜く」ことの重要性を理解させる。 

○ 担任１人で対応するのではなく、組織で対応することの重要性を理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

備  考 
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項目  １０／１８ 特別支援教育 

ね ら い 

○ 特別支援教育に関する基礎的な内容を理解するとともに、子どもたちの人間関

係を深め、お互いを認め合う学級の雰囲気をつくり、望ましい学級集団づくりが

できるようにする。 

主な準備 

 

 

○ 学級経営案 

○ 個別の指導計画（自校の様式等） 

 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

○ 「福岡県の特別支援教育（パンフレット）」（福岡県教育委員会） 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 特別支援教育とは 

 

２ 特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒への教育 

 

３ 幼児児童生徒の教育的ニーズに応じた学習指導上の配慮 

 

４ 交流及び共同学習 

 

 

 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜観察指導＞ 

○ 初任者の学級の状況を観察し、特別支援教育の視点を取り入れ、児童生徒一人

一人に応じた適切な指導が行われているかを把握して助言する。 

 

＜作業指導＞ 

○ 児童生徒の実態把握の見直しを図るとともに、学校や学級の現状を題材として 

個別の指導計画の作成と活用について指導する。 

 

 

 

 

 

備  考 

 

 

○ 学級経営案の作成や、「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム

構築のための特別支援教育の推進（中央教育審議会初等中等教育分科会報告）」

とも関連付けた指導を行う。 
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項目 １１／１８ 基本的生活習慣の形成 

ね ら い 

 

 

○ 児童生徒自身の習慣形成の意義について学び、日常生活における望ましい行為

について指導ができるようにする。 

 

主な準備 

 

  

○ 生徒指導の全体計画 

○ 学級経営案 

 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 基本的な生活習慣形成における指導の原則について 

（１）望ましい生活習慣 

（２）基本的な生活習慣の指導の原則 

 

２ 学校生活での必要な基本的な生活習慣について 

（１）生命尊重、健康安全に関すること 

（２）規則正しく生活すること、きまりを守って生活することに関すること 

（３）礼儀作法に関すること 

 

３ 基本的な生活習慣の指導について 

（１）児童生徒の実態の把握 

（２）課題の把握、指導計画の立案 

（３）指導の内容と方法 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜観察指導＞ 

○ 初任者が行う個人指導・集団指導の方法や進め方について視点をもって観察し

ておき、事後の指導に生かす。 

 

＜口頭指導＞ 

○ 観察指導の観点から初任者の学級経営案について検討を行い、必要な付加修正

を加えるように指導を行う。 

 

 

 

備  考 

 

 

○ 夏季休業中の生活指導をする時期が近づいているので、基本的な考え方や指導 

法が実際の指導に活用できることを想定して指導を行う。 
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項目 １２／１８ 評価と評定 

ね ら い 

 

 

○ 評価・評定の基本的な考え方についての理解を図るとともに、各教科等の目

標・内容に沿った適切な評価ができるようにする。 

 

主な準備 

 

 

○ 資料（各教科等の評価規準表、評価の観点表等） 

○ 資料（ヒストグラム作成のためのデータ等） 

○ 通知表 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

○ 評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（国立教育政策研究所） 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教科の評価の仕方について 

（１）国語科、算数科等の評価の観点と方法 

（２）その他の教科の評価の観点と方法 

（３）意欲、学び方についての評価 

 

２ 特別活動を中心とした児童生徒の自主性に関する評価の仕方について 

（１）ヒストグラムの分析 

（２）ヒストグラムを活用した評価 

 

３ 次学期以降の具体的取組について 

 

 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 各教科等の特質から評価の観点や評価方法の違いを明確にする。 

○ 自己評価と相互評価の特質について明確にする。 

 

＜作業指導＞ 

○ 初任者とともに指導教員もチェックリストを用いて作業をする。 

○ 通知表の記入は、学年主任との打合せを密にし、実施させる。 

 

 

 

 

 

備  考 

 

 

○ １学期の学級経営の評価と併せて、学習の評価と評定の研修を実施するとよ

い。 
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項目 １３／１８ 夏季休業中の生活指導 

ね ら い 

 

○ 夏季休業中の生活指導の在り方についての理解を深め、児童生徒の指導に生

かすことができるようにする。 

主な準備 

 

 

○ 自校の夏季休業中の生活指導のための資料 

○ 説明のためのプリント資料等 

 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

○ 「小・中学校学習指導要領解説（特別活動編）」（文部科学省） 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 夏季休業の意義 

 

２ 夏季休業中の生活指導の内容 

 

３ 児童生徒への指導の場と指導法 

 

４ 夏季休業中の生活指導についての計画と資料作りをさせる。 

 

 

 

 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 一方的に説明するより初任者の考えや計画を聞きながら進めていくとよい。 

 

＜作業指導＞ 

○ 夏期休業日までを見通した指導の計画（内容と方法）作りをさせる。 

 

 

 

 

 

 

備  考 

 

 

○ 夏期休業前の学級における指導は学年会等でも検討されるので、その内容と

関連付けて指導する。 
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項目 １４／１８ 学校行事の指導について 

ね ら い 

 

 

○ 学校行事の意義、内容、指導の在り方についての理解を深め、実際の指導に

生かすことができるようにする。 

 

主な準備 

 

 

○ 学校行事年間計画 

○ 各学校行事の実施計画 

○ 説明のプリント 

参考文献 

 

 

○ 「小・中学校学習指導要領解説（特別活動編）」（文部科学省） 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ これまでの学校行事を基に学校行事における指導の仕方について 

 

２ 学校行事の在り方について 

（１）学校行事の意義 

（２）学校行事の内容 

（３）学校行事の指導の場と指導法 

 

３ 学校行事の指導について 

 

 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜観察指導＞ 

○ 初任者が、それぞれの学校行事のねらいに応じた指導を行っているか観察

し、必要に応じて助言する。 

○ 一般的説明だけでなく具体的に実践した行事を基に指導するとよい。 

 

＜作業指導＞ 

○ 次回の学校行事の指導計画を作成する。 

 

 

 

 

備  考 

 

 

○ 運動会（体育会）や学習発表会、文化祭と関連付けて指導する。 
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項目 １５／１８ 図書館教育 

ね ら い 

 

 

○ 読書活動や学校図書館教育の意義を理解し、読書活動を推進し、学校図書館を積

極的に利用しようとする態度を育てる。 

 

主な準備 

 

 

○ 自校の「学校図書館年間指導計画」 

○ 自校の「学力向上プラン」 

 

参考文献 

 

 

 

○ 「小・中学校学習指導要領解説 総則編」（文部科学省） 

○ 「福岡県子ども読書活動推進計画（改訂版）」（福岡県教育委員会） 

○ 「活力ある学校運営の手引」（福岡県教育委員会） 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 読書活動や学校図書館の活用の意義 

 

２ 児童生徒の心をとらえる読書活動とその指導 

 

３ 教科等での学校図書館の活用について 

 

４ 魅力的な場所としての学校図書館運営 

 

 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間と読書活動との関わりを明らかに

する。 

○ 読書発表会、ブックトーク、パネルシアター、読書郵便等、読書の楽しさを児童

生徒が互いに広げ合う方法を工夫できるようにする。 

○ 各教科等で適切に図書館を利用できるようにする。 

○ 体験的な学習や問題解決的な学習を重視し、児童生徒の興味・関心を生かした自

主的・自発的な学習への質的転換を図るようにする。 

 

＜作業点検指導＞ 

○ 司書教諭や司書、児童生徒の図書委員会と連携し、自校の図書館において書籍・

資料の整備や返却・貸出業務を見学、体験させる。 

 

備  考 

 

 

○ 口頭指導、作業点検指導はそれぞれ１単位時間程度とする。 

○ 授業研修で、学校図書館の利用や資料の活用につなげるようにする。 
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項目 １６／１８ 実態把握と生徒指導 

ね ら い 

 

 

○ 児童生徒の実態を適切に把握し、指導に生かすことができるようにする。 

 

 

主な準備 

 

 

○ 資料（諸検査や診断テスト等） 

 

 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

○ 「いじめ早期発見・指導の手引」（福岡県教育委員会） 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 児童生徒のための実態把握について 

（１）内容 

○ 健康状態       ○ 人間関係    ○ 家庭環境 

○ 体力       ○ 学力      ○ 性格 

○ 特性 

（２）方法 

○ 健康診断        ○ 学校生活アンケート 

○ 体力診断テスト  ○ 家庭環境調査 

○ 運動能力テスト  ○ 学力診断テスト 

○ 教育相談 等 

 

２ 児童生徒の実態の生かし方について 

（１）学級経営案 

（２）保護者会、家庭訪問 

（３）学習指導案等 

 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ 諸データの整理、保管、利用等、取扱い上の留意点についての指導を徹底す

る。 

 

 

 

 

 

 

備  考 

 

 

○ 事前の観察指導に基づき、初任者の実態に応じて必要な資料等を準備して口

頭指導をする。 

 



- 27 - 

 

 

項目 １７／１８ 年度末学級事務 

ね ら い 

 

 

○ 年度末の学級事務を的確に処理できるようにする。 

 

 

主な準備 

 

 

○ 諸帳簿 

 

 

参考文献 

 

 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

 

 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 諸帳簿の確認 

○ 指導要録    ○ 出席簿     ○ 学級会計簿 

○ 指導記録    ○ 家庭環境調査書         等 

 

２ 作業の進捗状況の確認 

○ 作業日程作成 

 

３ 処理上の留意点  

（１）公印（職印）の使い方 

（２）内容点検 

（３）保管 

（４）引継ぎ等 

留 意 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜作業指導＞ 

○ 学期ごとに的確に処理されているか、適切に保管されているかなどに留意す

る。 

○ 事務処理のスケジュールについては、校長の点検・押印までの日程を見通し

て計画的に取り組むように指導する。 

○ 児童生徒の行動や性格等に関する記録の取扱いについては、十分な教育的配

慮がなされるように留意する。 

 

 

 

 

備  考 

 

 

○ 厳正に管理・保管することの重要性をおさえる。 

○ 小学校第６学年及び中学校第３学年担当は、卒業生台帳、指導要録の抄本及

び進路のための調査書等の作成、整理にも留意する。 
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項目 １８／１８ 教育の情報化（プログラミング教育含む） 

ね ら い 

 

 

○ ICT を効果的に活用した授業づくりに取り組むことができるようにするとと

もに、学習の基盤となる資質・能力である情報活用能力についての理解を図

る。 

○プログラミング教育の基本的な考え方についての理解を図る。 

主な準備 

 

 

○ 資料（教科書、週案等） 

○ 一人一台端末 

○ 学習指導要領解説 総則編、算数編、理科編、総合的な学習の時間編（文部

科学省） 

参考文献 

 

 

〇 福岡県学校教育 ICT 活用推進方針（福岡県教育委員会） 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員会） 

○ 「小学校プログラミング教育の手引き 第三版」（文部科学省） 

主な指導 

内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育の情報化と GIGA スクール構想 

（１）教育の情報化について 

（２）GIGA スクール構想 

 

２ 情報活用能力の育成と教員の ICT 活用指導力 

（１）学習の基盤となる情報活用能力 

（２）教師に求められる ICT 活用指導力 

 

３ 学習場面での活用演習 

（１）学習用ツールの活用（ウェブブラウザ・文書作成ソフト・表計算ソフト・プ

レゼンテーションソフト） 

（２）汎用的なソフトの活用（クラス管理・チャット機能・ファイル共有） 

 

４ プログラミング教育 

（１）意義とねらい 

（２）教育課程における位置付け 

（３）指導上の配慮事項 

 

留 意 点 

 

 

 

 

＜口頭指導＞ 

○ ＩＣＴ端末を活用することの効果を明確にすることが大切である。 

○ 実践事例をもとに情報活用能力育成に資する各教科等における学習指導につい

て明確にする。 

○ 「若い教師のための教育実践の手引」や「小学校プログラミング教育の手引き第三

版」をもとにプログラミング教育の意義やねらいについて明確にする。 

 

＜作業指導＞ 

○ 実際の学習指導の場面を想定し、ＩＣＴ端末を操作しながら演習を行う。 

備  考 

 

 

○ 具体的なプログラミング教材等をもとに、演習を交えて実施するとよい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 導 日 誌 様 式 
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指導日誌記入要領 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

【一般研修（ア）、授業研修（イ）】 
 

❶ 〇 学校について ③：「初任者氏名」について 

 ・「様式１」に入力した初任者Ａ～Ｅのいずれかを選択する。 

❷ 「研修項目」、「研修種別」、「指導者名」、「形態及び時数」について 

・研修日誌に準じて入力する。 

❸ 「指導内容・成果や課題」について 

 ・指導内容及び成果や課題を簡潔に入力する。資料等は別にファイル等に綴じておく。 

❹ 「初任者研修に関する事前準備・事後処理等の内容」について 

若年教員研修１年目（初任者研修）（以下「初任者研修」という。）の校内研修に係る総研修時

数は、１４４時間以上です。その内訳は、若年教員研修１年目（初任者研修）の対象者（以下、

初任者という。）への直接指導の時間数が７２時間以上、初任者研修に関する事前準備・事後

処理等の時間数が７２時間以上です。 

 そこで、以下の点に十分に注意しながら、初任者研修に関する事前準備・事後処理等の記録

を残してください。 

 

・初任者研修に関する事前準備・事後処理等の時間を、週時程外に位置付けてもよい（ただし、

勤務時間内とする。）が、過重負担にならないよう計画的に進める。 

・「期日」の欄には、初任者研修に関する事前準備・事後処理等を行った期日を記入する。 

・「初任者研修に関する事前準備・事後処理等の内容」の欄には、具体的な内容を簡潔に箇条

書 

きにする。 

例 ： ○○科学習指導示範授業準備 

○○科学習指導のための指導資料づくり 

初任者研修日誌の所見記入 

○月第○週初任者研修計画案作成 

・「指導者名」の欄には、初任者研修に関する事前準備・事後処理等を行った主たる者の職名

を記入する。なお、職名が記入できない場合は氏名を記入する。 

・「時間」の欄には、指導者１人当たりの１日の事前準備・事後処理等に要した時間数を記入

す    

る。そのため、１日に複数の指導者が事前準備・事後処理等を行った場合は、主たる指導者

３名までについて、その指導者ごとに記入する。 

※ 時間数のカウントは次のとおりとする。 

・小学校の場合・・・４５分間を１時間としてカウントする。 

・中学校の場合・・・５０分間を１時間としてカウントする。 

 

＜全日誌様式に係る注意＞ 
〇 初任者一人につき、一つの Excelファイルを作成し提出する。 

 ・様式は「若年教員研修年間指導計画書」「若年教員研修年間指導報告書」と同じファイルとなってい

る。「若年教員研修年間指導計画書：様式１（関係者一覧表）」は学校内で共通様式のため、「様式１」

を作成後、Excelファイルを校内初任者数分コピーを行い、「指導日誌１、２」のシートに日誌の入

力をすること。 

〇 セルに青、赤の色が塗られている箇所のみ入力をすること。 

 ・青～文字入力が必要なセル。 

 ・赤～リストからの選択が必要なセル。 

※入力内容により、リストからの選択及び文字入力共に可能になっているセルも一部あり。 
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